
含む確認証明書
®

【機器を処分する時の流れ】

兼  確認証明書

・充塡回収業者は、この書面を3年間保存します。また、再生・破壊処理に引き渡す場合は、別票（フ
　ロン類再生・破壊依頼票）を使用できます。再生証明書・破壊証明書の交付を受けてください。

兼  確認証明書（写）

控

・フロン類の有無の確認を求められ、確認の結果、全ての機器が充塡ゼロであった場合のみ確認証明書
として使用します。
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